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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行動・実行意図として，行動プラン票は使えなかったんでしたっけ？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行き先なしも921しかサンプルがない．集計ミス．返信なしが多すぎる．4ページと整合しない．
ここでは，2回目，3回目の分析で，前回までに脱落した被験者を外して再検定して欲しい．
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